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深
江
文
化
村
を
訪
れ
て
い
た
詩
人
の
竹
中
郁
と
親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
妻
の
一
柳
光
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
先
述
の
ル
ー
チ
ン
に
師
事
し
て

い
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

以
上
、
少
し
調
べ
た
だ
け
で
は
あ
る
が
、
様
々
な
人
間
関
係
に
お
い
て
、

深
江
文
化
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
、
特
に
ル
ー
チ
ン
と
メ
ッ
テ
ル
が
音

楽
界
で
大
き
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
認
識
で
き
た
。
引
き
続
き
、

調
査
を
続
け
、
深
江
文
化
村
の
果
た
し
た
役
割
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。
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ニ
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ダ
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【
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考
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『
音
楽
年
鑑
』
昭
和
八
年
版
、
昭
和
七
年
十
二
月
刊
行

エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
の
住
所
は
中
山
手
通
二
の
三
六
の
七
、一
柳
信
二

の
住
所
は
兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
兼
松
一
〇
の
二
九

『
音
楽
年
鑑
』
昭
和
一
四
年
版
、
一
柳
信
二
の
住
所
は
渋
谷
区
猿
楽
町
四

『
音
楽
公
論
』
２
（
６
）
一
九
四
二
年
六
月
刊
行
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
モ

ギ
レ
フ
ス
キ
ー
「
あ
る
提
琴
家
の
憶
ひ
出
」

深
江
文
化
ハ
ウ
ス
居
住
者
健
在

研
究
員　

有　

吉　

康　

徳

深
江
文
化
村
の
南
西
の
旧
小
寺
邸
の
隣
に
あ
る
現
在
の
太
田
酒
造
の
敷

地
内
に
、
長
期
滞
在
宿
泊
施
設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
兼
ね
た
「
文
化
ハ
ウ
ス
」

と
い
う
洋
館
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
小
野
高
裕
氏
や

森
口
健
一
氏
に
よ
り
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館

に
保
管
さ
れ
て
い
る
洋
画
家
福
井
市
郎
氏
が
描
い
た
「
芦
屋
浜
風
景
」
に

は
、
文
化
ハ
ウ
ス
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
幼
少
期
を
文
化
ハ
ウ
ス

で
生
活
さ
れ
た
村
上
公
敏
氏
か
ら
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
そ
の

内
容
を
紹
介
し
た
い
。

村
上
氏
は
、
一
九
三
三

年
生
ま
れ
で
、
福
井
市
郎

氏
が
「
芦
屋
浜
風
景
」
を

描
い
た
年
に
あ
た
る
。
文

化
ハ
ウ
ス
を
経
営
し
て
い

た
の
は
村
上
氏
の
伯
母
の

夫
、
松
浦
幹
一
氏
で
、
松

浦
夫
妻
と
村
上
氏
の
一
家

は
共
に
文
化
ハ
ウ
ス
で
生

活
を
し
て
い
た
。

図１　福井市郎画（芦屋市立美術博物館蔵）
左端が文化ハウス
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文
化
ハ
ウ
ス
は
、
元
々
ド
イ
ツ
人
が
建
て
た
建
物
を
長
谷
川
病
院
が
購

入
し
て
別
荘
と
し
て
い
た
も
の
を
、
松
浦
幹
一
氏
が
賃
借
し
て
貸
別
荘
を

始
め
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
松
浦
幹
一
氏
が
現
在
の
愛
媛
県
今
治

市
の
大
三
島
に
お
い
て
旅
館
の
跡
継
ぎ
と
し
て
育
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
化
ハ
ウ
ス
に
は
、
部
屋
が
一
〇
室
程
度
あ
り
、

五
月
か
ら
八
月
頃
ま
で
外
国
人
が
入
れ
替
わ
り
滞
在
し
て
い
た
。
当
時
深

江
で
は
地
引
網
漁
が
盛
ん
で
、
滞
在
し
て
い
た
外
国
人
が
物
珍
し
そ
う
に

見
物
に
来
て
お
り
、
漁
師
は
邪
魔
に
な
る
と
怒
っ
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
お
聞
き
し
た
。

文
化
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
八
年
三
月
の
本
庄
小
学
校
卒
業
生

が
作
成
し
た
地
図
で
は
、「
松
浦
文
化
ハ
ウ
ス　

洋
食
仕
出
し
」
と
記
載
さ

れ
て
お
り
、
深
江
の
住
人
に
は
洋
食
の
仕
出
し
の
印
象
が
強
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
実
態
と
し
て
は
貸
別
荘
が
メ
ー
ン
の
事
業
で
、
外
国
人
が
多

く
訪
れ
て
い
た
た
め
洋
食
を
提
供
し
て
お
り
、
仕
出
し
は
そ
の
つ
い
で
に

行
っ
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
の
室
戸
台
風
で
文
化
ハ
ウ
ス
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、

一
九
三
八
年
ご
ろ
松
浦
幹
一
夫
妻
と
村
上
氏
の
一
家
は
、
芦
屋
市
松
浜
町
の

芦
屋
文
化
ハ
ウ
ス
に
転
居
し
た
。
芦
屋
文
化
ハ
ウ
ス
に
転
居
後
、
松
浦
幹
一

氏
は
仕
出
し
屋
を
や
っ
て
い
た
が
、
戦
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か

ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

深
江
文
化
ハ
ウ
ス
が
営
業
し
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
数
年
で

あ
っ
た
た
め
記
録
に
乏
し
い
が
、
ル
ー
チ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
か

ら
亡
命
し
て
き
た
音
楽
家
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
に
会
う
た
め
に
山
田
耕

筰
、
近
衛
秀
麿
等
も
集
い
、
そ
の
後
の
影
響
に
鑑
み
る
と
そ
の
存
在
意
義

は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

山
形
正
昭
「
芦
屋
「
文
化
村
」
の
記
」『
大
阪
芸
術
大
学
紀
要
〈
芸
術
〉』

六
、一
九
八
三
年

小
野
高
裕
『
古
き
佳
き
芦
屋
の
音
楽
ロ
マ
ン
』
一
九
九
二
年

小
野
高
裕
『
芦
屋
文
化
村
物
語
』
一
九
九
四
年

岡
野
弁
『
メ
ッ
テ
ル
先
生
』
リ
ッ
ト
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
一
九
九
五
年

本
庄
村
史
編
纂
委
員
会
『
本
庄
村
史　

歴
史
編
』
二
〇
〇
八
年

図２　昭和 10年代前半の深江文化村～文化ハウス附近


